
～
震
災
を
の
り
こ
え
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
村
の
再
生
・
復
興
を
～

　
東
日
本
大
震
災
の
翌
日（
平
成
23
年
３
月
12
日
）の
未
明
、
長
野
県

北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
栄
村
は
震
度
６
強
の
揺
れ
に

襲
わ
れ
ま
し
た
。
豪
雪
に
加
え
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
直
面
し
て
い

た
村
で
は
、
震
災
を
契
機
と
し
た
更
な
る
人
口
減
少
等
が
危
惧
さ
れ

る
中
で
、
壊
れ
た
も
の
を
も
と
に
直
す「
復
旧
」だ
け
で
な
く
、
森
林

を
は
じ
め
村
に
存
在
す
る
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
村
の「
再

生
・
復
興
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

林
業
で

地
方
創
生

特集 special edition

長
野
県
栄
村

長
野
県

栄
村
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村
で
は
、
震
災
に
よ
り
、
住
宅
を
失
い
自
立
再
建
が
困
難

な
村
民
の
住
宅
確
保
や
、
将
来
を
担
う
若
者
の
定
住
支
援
に

向
け
て
、
村
営
の
復
興
住
宅
18
棟
、
31
戸
の
整
備
を
行
い
、

平
成
24
年
11
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

復
興
住
宅
は
、
６
地
区
の
集
落
に
分
散
し
て
整
備
を
行
い
、

住
み
慣
れ
た
集
落
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
に
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
産

の
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
、
高
齢
者

を
含
め
誰
も
が
使
い
や
す
い

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す

【
写
真
４
・
５
】。

と
す
る
災
害

関
連
で
３
名

の
方
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し

た
。
地
震
発

生
後
、
秋
山

地
区
を
除
く

26
集
落
に

お
い
て
、
全

住
民
に
避

難
指
示
が

出
さ
れ
、
26

集
落
の
全
て

の
建
物
で
被

害
が
生
じ
ま

し
た【
写
真

２
・
３
】。

　

こ
の
よ
う

な
震
災
を

契
機
と
し
て
、
村
で
は
、
平
成
23
年
７
月
に
震
災
復
興
本
部

を
設
置
し
、
壊
れ
た
も
の
を
も
と
に
直
す「
復
旧
」だ
け
で
な

く
、
村
に
存
在
す
る
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
村
の「
再

生
・
復
興
」に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
24
年
10
月
に
震
災
復

興
計
画
を
策
定
し
、
村
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

震
災
復
興
計
画
で
は
、「
震
災
を
の
り
こ
え
、
集
落
に
子
ど

も
の
元
気
な
声
が
響
く
村
を
」を
基
本
目
標
と
し
て
、「
安
全

環
境
の
確
保
」、「
地
域
資
源
の
積
極
的
な
活
用
」、「
集
落
ご

と
の
特
色
あ
る
復
興
」と
い
う
３
点
を
前
提
と
し
て
、「
暮
ら

し
の
拠
点
・
集
落
の
復
興
・
再
生
」、「
資
源
を
活
か
し
た
新

た
な
産
業
振
興
」、「
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」と
い
う
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す【
図
１
】。

三つの前提 基本目標 三つの基本方針

暮らしの拠点・
集落の復興・再生

資源を活かした
新たな産業振興

災害に強い道路
ネットワークの構築

震
災
を
の
り
こ
え
、集
落
に

子
ど
も
の
元
気
な
声
が
響
く
村
を

安全環境の確保

地域資源の積極的な活用

集落ごとの特色ある復興

栄
村
と
震
災
復
興

栄
村
の
概
要
と
震
災
復
興
計
画

　

栄
村
は
、
長
野
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
面
積
の
約
９
割

が
森
林
と
い
う
自
然
豊
か
な
村
で
す【
写
真
１
】。
鳥
甲
山
や

苗
場
山
を
中
心
に
２
千
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
山
岳
地
帯
で

あ
り
、
我
が
国
有
数
の
豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
観
測
記
録
で
は
、
昭
和
20
年
２
月
に
７
ｍ
85
㎝

の
積
雪
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

人
口
は
約
２
千
人
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
半
数
を
占

め
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
た
村
を
、
東
日
本
大

震
災
の
翌
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
．
7
、
震
度
６
強
の
地

震
が
襲
い
ま
し
た
。
幸
い
、
地
震
に
よ
る
直
接
の
死
者
は
な

く
、
軽
傷
の
負
傷
者
10
名
の
人
的
被
害
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

残
念
な
こ
と
に
避
難
生
活
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
過
労
を
原
因写真３

写真２

図１ 栄村震災復興計画の体系図

震災発生直後の様子（青倉地区）

震災発生直後の様子（村役場）

写真４

写真５

震災復興住宅（外観）

震災復興住宅（内部）
地
元
材
を
活
用
し
た
復
興
住
宅
の
建
設

4
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栄
村
で
は
、
豊
富
に
存
在
す
る
森
林
資
源
の
活
用
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
循
環
利
用
し
、
地
域
の
活

性
化
や
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す【
写
真
８
・
９
】。

　

平
成
26
年
４
月
に
村
内
の
温
泉
施
設（
北
野
天
満
温
泉
）へ

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
を
導
入
し
ま
し
た
。
既
存
の
灯
油
ボ
イ

ラ
に
併
設
す
る
こ
と
で
、
購
入
し
て
い
た
灯
油
の
一
部
を
村

内
で
供
給
可
能
な
木
質
チ
ッ
プ
に
転
換
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
北
野
天
満
温
泉
は
、
震
災
時
に
避
難

所
と
し
て
７
集
落
2
0
1
人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
の
導
入
に
よ
り
、
災
害
時（
電
源
遮
断

時
）に
お
い
て
も
温
浴
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
に
は
、
前
年
度
と
比

較
し
、
約
３
万
リ
ッ
ト
ル

の
灯
油
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

写真８
北野天満温泉

チップボイラ

　

栄
村
は
、
村
域
の
約
９
割
に
あ
た
る
２
万
５
千
ha
が
森
林

で
す
が
、
そ
の
う
ち
約
２
割
が
人
工
林
、
約
８
割
が
天
然
林

と
な
っ
て
お
り
、
人
工
林
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
植
栽
樹
種
で
は
、
ス
ギ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、
雪
の
重
み
に
よ
り
樹
木
の
根

元
が
曲
が
っ
て
成
長
す
る
根
曲
り
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て

お
り
、
曲
が
っ
た
材
を
い
か
に
活
用
す
る
か
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す【
写
真
６
・
７
】。

　

村
内
の
多
く
を
占
め
る
天
然
林
は
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
と

い
っ
た
特
用
林
産
物
の
生
産
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

写真６
栄村の森林

根曲りスギ
写真７

循
環
型
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

栄
村
の
森
林

栄
村
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

写真９
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栄
村
森
林
組
合
で
は
、
栄
村
産
材
の
活
用
に
向
け
て
、
多

様
な
販
売
先
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
直
材（
Ａ
材
）

を
自
身
の
製
材
工
場
で
建
築

用
材
や
土
木
用
材
と
し
て
加

工
し
て
い
ま
す【
写
真
12
】。

　

ま
た
、
長
野
県
森
林
組
合

連
合
会
を
窓
口
と
し
て
、
地

域
の
森
林
組
合
等
と
一
体
と

な
っ
て
、
曲
り
材（
Ｂ
材
）や

低
質
材（
Ｃ
材
）を
県
外
の
合

板
工
場
へ
の
供
給
や
中
国
へ

輸
出
す
る
取
組
も
行
っ
て
い

　

栄
村
森
林
組
合【
写
真

10
】は
、
昭
和
32
年
に
設

立
さ
れ
、
栄
村
を
活
動
区

域
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
１

村
１
組
合
で
す
。
平
成
23

年
の
震
災
で
事
務
所
等
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
事
務
所
の
取

り
壊
し
・
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

平
成
25
年
９
月
の
豪
雨
災
害
で
発
生
し
た
土
石
流
に
よ
り
移

転
先
の
事
務
所
が
半
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
、
日
曜

日
に
発
生
し
た
災
害
で
あ
っ
た
た
め
、
職
員
へ
の
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
購
入
し
た
ば
か
り
の
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
、

管
理
用
車
両
を
流
失
す
る
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
す【
写
真
11
】。

　

こ
う
し
た
度
重
な
る
災
害

に
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
村

の
復
興
に
向
け
て
、
復
興
住

宅
用
の
木
材
供
給
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
常
勤
役
職
員
は
18

名
で
、
13
名
の
短
期（
臨
時
）

技
能
職
員
を
含
め
、
６
班
の

作
業
班
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
に
は
、
間
伐
等

の
森
林
整
備
を
約
2
2
0

ha
、

5
，
3
1
8
㎥
の
木
材
生
産

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
１

万
㎥
を
超
え
る
こ
と
が
当
面

の
目
標
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
、

　

栄
村
森
林
組
合
で
は
、
栄
村
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
23
年
の
震
災
以
降

毎
年
１
～
３
名
を
新
た
に
雇
用
し
、
国
の「
緑
の
雇
用
」事
業

を
活
用
し
て
技
術
の
習
得
や
必
要
な
資
格
の
取
得
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
積
雪
の
多
い
栄
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
冬
季

の
雇
用
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
若
い
人
材
の
確
保
の
た

め
、
除
雪
や
製
材
工
場
で
の
作
業
等
と
組
み
合
わ
る
こ
と
で
、

通
年
雇
用
や
月
給
制
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す【
写
真

15
】。

　

ま
た
、
広
い
視
野
を
も
っ

て
地
域
の
森
林
・
林
業
を
牽

引
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
県
の
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
育
成
事
業
を
活

用
し
て
、
事
務
所
職
員
７
名

の
内
２
名
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア

へ
の
研
修
等
へ
派
遣
す
る
取

組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
森

林
所
有
者
の
特
定
や
境
界
の
確
定
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
国
の
事
業
を
活
用
し
て
組
合
が
収
集
し
た
所
有

者
や
森
林
境
界
の
情
報
を
元
に
、
村
が
地
籍
調
査
を
行
う
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

写真15

写真14

写真13

写真11

写真10
お話を伺った総務課長

の久保田さん

被災した森林組合

ま
す
。
地
域
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
栄
村
森
林
組
合
単
独

で
は
難
し
い
大
口
需
要
先
と
の
価
格
交
渉
等
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
根
曲
り
材
な
ど
、
こ
れ
ま
で
活
用
が
図
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
材（
Ｄ
材
）を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
す
る
た
め
、
栄
村
と
連
携
し
て
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
チ
ッ
プ
の
製
造
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
27
年

度
に
本
格
稼
働
し
、
年
間
約
２
千
ト
ン
の
チ
ッ
プ
を
製
造
し
、

北
野
天
満
温
泉
に
供
給
す
る
ほ
か
、
県
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
に
供
給
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す【
写
真
13
、
14
】。

導入されたチッパー

チップに加工された栄村産材

樋口瞭さん（緑の雇用研修３年目を受講中）

写真12
土木用に加工された栄村産スギ

栄
村
森
林
組
合

栄
村
産
材
の
活
用

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成

6
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森
林
の
恵
み
・
村
の
暮
ら
し
を
活
か
し
た
村
の
活
性
化写真18

写真17

写真16
山菜まつりの様子

栄村直売所かたくり

直売所に並ぶネマガリタケ

と
と
も
に
成
長
し
ま

す
。
こ
う
し
た
栄
村
の

山
菜
の
特
徴
を
活
か
し

た
販
売
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
栄
村
で
は
、
平

成
20
年
に
山
菜
等
に

使
用
す
る「
雪
萌
え
」を

商
標
登
録
し
、「
北
信

州
・
栄
村
の
雪
萌
え
山
菜
」と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
組
も

行
っ
て
い
ま
す【
図
２
】。

　

ま
た
、
消
費
者
に
安
全
・
安
心
な
山
菜
を
お
届
け
す
る
た

め
、
村
で
は
、
村
内
産
の
山
菜
類
の
放
射
性
物
質
を
検
査
し
、

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
食
品
衛
生
法
上
の
基

山
菜
・
キ
ノ
コ
の
振
興

準
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
等
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
で
は
、
雪
萌
え
山
菜
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
毎
年
６
月
に

山
菜
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
６
月
14
日（
日
）

に
栄
村
村
民
広
場
で
開
催
し
た
第
８
回
の
山
菜
ま
つ
り
で
は
、

竹
の
子
汁
の
配
布
や
山
菜
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
が
、
ネ
マ

ガ
リ
タ
ケ
の
販
売
な
ど
が
盛
況
で
し
た【
写
真
16
】。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
７
月
10
日
に
は
、
村
内
の
道
の
駅「
信

越
さ
か
え
」の
隣
接
地
に
、「
栄
村
直
売
所
か
た
く
り
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
春
に
は
ネ
マ
ガ
リ
タ
ケ
な
ど
の
山
菜
、
秋

に
は
ナ
メ
コ
な
ど
の
キ
ノ
コ
と
い
っ
た
形
で
、
年
間
を
通
し

て
栄
村
の
森
の
恵
み
を
販
売
し
て
い
く
予
定
で
す【
写
真
17
・

18
】。

　

栄
村
の
森
林
の
約
８
割
は
、
ブ
ナ
な
ど
の
天
然
林
で
、
ナ

メ
コ
や
ヒ
ラ
タ
ケ
な
ど
の
キ
ノ
コ
、
ネ
マ
ガ
リ
タ
ケ
や
野
フ

キ
な
ど
の
山
菜
の
宝
庫
で
す
。
栄
村
に
は
、
キ
ノ
コ
や
山
菜

を
共
同
し
て
採
集
、
加
工
、
出
荷
を
す
る「
山
菜
組
合
」と
い

う
生
産
組
織
が
い
く
つ
か
あ
り
、
村
の
重
要
な
産
業
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栄
村
の
山
菜
は
、
深
い
雪
の
中
で
半
年
近
く
も
春
を
待
ち
、

う
ま
味
の
元
と
な
る
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
蓄
え
、
春
の
雪
解
け

図２ 雪萌え山菜ロゴマーク
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●栄村役場　http://www.vill.sakae.nagano.jp/
●栄村秋山郷観光協会　http://sakae-akiyamago.com/
●NPO法人信州アウトドアプロジェクト　http://outdoorproject.jp/

写真22

写真21

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
、
村
の
住
民
で
あ
る「
父
ち
ゃ

ん
」・「
母
ち
ゃ
ん
」と
都
会
の
子
供
た
ち
や
若
者
な
ど
を
結
ぶ

こ
と
で
、
村
の
魅
力
の
発
見
や「
栄
村
フ
ァ
ン
」の
獲
得
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
栄
村
の「
素
」の
魅
力
を
訪
れ
た
方
が
自
分
の

ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、「
栄
村
フ
ッ
ト
パ
ス
」

と
し
て
集
落
と
里
山
を
歩
く
コ
ー
ス
の
設
定
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」と
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
発
祥
と
す
る
森
林
や

田
園
地
帯
、
古
い
町
並
み
な
ど
地
域
に
昔
か
ら
あ
る
あ
り
の

ま
ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
の
で
き
る
径（
こ
み

ち
）の
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
６
月
27
，
28
日
に
設
定

を
記
念
し
た
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
村
内
３
箇
所
に
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
は
、
村
内
す
べ
て
の
集
落
に
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す【
写
真
22
・
23
】。

フットパスツアー（田んぼ道）

ＭＵＲＡＧＵＲＡＳＨＩ（軽トラの上で）

フットパスツアー（ブナ林）

　
「
N
P
O
法
人
信
州
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｏ
Ｕ

Ｐ
：
ス
ー
プ
）」【
写
真
19
】は
、
信
州
大
学
教
育
学
部
の
卒

業
生
が
野
外
活
動
の
指
導
等
を
行
う
た
め
、
立
ち
上
げ
た

N
P
O
法
人
で
す
。
当
初
、
長
野
市
を
活
動
拠
点
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
23
年
の
震
災
を
契
機
に
栄
村
に
拠
点
を
移

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
宿
泊
型
の

教
育
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
な
ど
、
栄
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
か
し
て
、
野
外
教
育
や
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す【
写
真
20
】。

写真19
お話を伺ったＳＵＯＰのみなさん

写真20
子どもたちの森遊び

村
の
自
然
や
暮
ら
し
を
活
か
し
た

活
性
化

　

ま
た
、
平
成
24
年
か
ら
は
、「
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

（
む
ら
ぐ
ら
し
）」と
し
て
、
栄
村
の
も
つ
、「
昔
か
ら
守
ら
れ

て
き
た
自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し
」、「
信
頼
と
絆
か
ら
成
り

立
つ
暮
ら
し
」、「
現
在
だ
か
ら
こ
そ
大
切
に
し
た
い
村
の
暮

ら
し
」を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
季
節
ご
と
に
村
の

人
と
の
交
流
を
軸
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す【
写

真
21
】。
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